
担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

事業の拡充

中央防波堤外側埋立処分場及び新海面処分場の延命化に寄与

不燃ごみの全量資源化を本格実施
持続可能な資源循環型地域社会の実現に取り組みます

１億１,６８４万円

４－１ 不燃ごみ資源化事業

施策４ 循環型社会の形成

清掃リサイクル課

防災センター６階４番

３６４７－９１８１

６３４１

４ 緑・環境

区が集積所から収集した不燃ごみのうち、鉄・アルミ等の金属は素材として回収し、金属以外
（ガラス・陶磁器等）については固形燃料製造に用い、全てを資源化（※）します。

◆他区の状況

全量資源化は、本区のみ

◆背景・目的

○本区地先にあるごみの最終処分場（中央防波堤外側埋立処分場・新海面処分場）は、東京
港最後の埋立処分場であり、今後、新たな埋立処分場の確保は極めて困難です。現在の処
分場をより長く大切に使うことは、江東区民のみならず東京が抱える大きな課題です。

○平成２７年度から３年間、収集した不燃ごみの全量資源化を試行実施しました。

○持続可能な資源循環型地域社会の形成に向け、ごみ減量の取り組みやごみの適正処理に
ついての理解を引き続き促進していくとともに、埋立処分場の延命化に寄与し、同時に資源
化率の向上を図ります。

◆不燃ごみ収集量の推移

平成２６年度 ３,３３２ｔ

平成２７年度 ３,１４３ｔ

平成２８年度 ２,８２６ｔ

◆事業内容

◆不燃ごみの主な流れ

中央防波堤埋立地・新海面処分場

事業実施後

事業実施前

※ 蛍光管・乾電池やスプレー缶・ライター等の廃棄物は、別ルートで資源化

→ 最終処分場

→ 金属類の回収

→ 固形燃料

→ 金属類の回収

ごみ集積所 ⇒
不燃ごみ処理センター

（清掃一組）

ごみ集積所 ⇒ 資源化委託事業者
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取組み

散歩道灯

水銀灯からＬＥＤへ！明るく安全・安心なまちづくり

街路灯、公園・児童遊園灯及び散歩道灯をＬＥＤ化
省エネルギー化により二酸化炭素・光熱費を大幅削減

３９０万円

４－２

施策３１ 便利で快適な道路・交通網の整備 等

施設保全課 ３６４２－５０２７

４ 緑・環境

街路灯・橋梁灯、公園・児童遊園及び遊び場、水辺・潮風の散歩道に設置してある水銀灯を
平成３０～３７年度の８年間でＬＥＤ灯へ改修します。

◆背景・目的

○水銀に関する水俣条約（※）により、水銀灯が平成３２年末以降、製造中止となることから、水
銀灯の入手が不可能となり、不点灯箇所が発生する恐れがあります。

○ＬＥＤ化により、従来の約３分の１のエネルギーで同程度の照度が確保できるとともに、電気
料金・二酸化炭素の大幅な削減を図ることができます。

◆ＬＥＤ化計画の概要

公園灯
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◆事業内容

事
業
経
費

事業名 ３０年度 総事業費

街 路 灯 改 修 事 業 ５億６,５４２万円 ４５億９,８２９万円

公 園 灯 等 改 修 事 業 １億５,４５７万円 １２億５,６５０万円

水辺・潮風の散歩道灯改修事業 ２,７３７万円 ５億２,９０５万円

街路灯改修事業 公園灯等改修事業
水辺・潮風の散歩道灯改修事業

平成３０年度 平成３１～３７年度 計

街路灯・橋梁灯 ７１０基 ４,９７０基 ５,６８０基

公園など １５０基 １,０５０基 １,２００基

水辺・潮風の散歩道 １００基 ７００基 ８００基

※ 水銀および水銀を使用した製品の製造と輸出入を規制する国際条約

街路灯
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担当課：
窓 口：

電話：
内線：

事業経費

長期計画の該当項目：

新たな取組み

都市公園法改正により創設されたPark-PFIの活用を想定

ＰＰＰによる若洲公園の整備・管理運営手法を検討
若洲公園の整備管理運営方針を策定

２,２５０万円

４－３ 公園等管理運営官民連携事業

施策１ 水辺と緑のネットワークづくり

河川公園課

防災センター６階２番

３６４７－９４２６

６４６５

４ 緑・環境

◆目的・効果

老朽化した区立若洲公園（※１）の整備及び管理運営にあたり、都市公園法改正により創設さ
れた公募設置管理制度（Park-PFI）（※２）等を活用した手法を検討します。

若洲公園の整備及び管理運営に、民間活力を導入することにより、民間のノウハウを活用した
公園の魅力向上と財政負担の軽減を図ります。
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◆事業内容

年 度 30 31 32 33
～

調査委託

整備管理運営方針策定

事業者公募（準備含む）

区整備部分設計委託

区整備部分工事

民間事業者整備管理運営

◆公募設置管理制度（Park-PFI）

若洲公園周辺

◆想定スケジュール

カフェ等の
収益施設

（公募対象施設）

広場、園路等の
公共部分

（特定公園施設）

カフェ等の収益施設

広場、園路等
の公共部分

従

前

新
制
度

民間資金 公的資金

公的資金
収益

民間資金 を
充当

民間が収益施設と公共部分を
一体的に整備

都市公園

収益を
充当

海の森公園
（予定）

新⽊場

若洲

中央防波堤外側埋⽴地

※１ 区立若洲公園：平成１８年に東京都港湾局より移管。風力発電施設が設置されている多目的広場やキャンプ場、サイクル
センターなどがある約９.３haの公園

※２ 公募設置管理制度：飲食店等の施設を設置・管理する民間事業者を公募により選定する制度。事業者が設置した施設から

得られる収益を公園整備に充当することを条件に建ぺい率の緩和等、特例措置の適用が可能

若洲公園
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